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1 まえがき
近年、CMOSプロセスを用いたミリ波帯無線通信回

路が盛んに研究されている。16QAMによる通信が既に
実現されている [1]。しかし、64QAMのようなより高度
な変調方式では、わずかな I/Q振幅誤差や I/Q位相誤差
がBit Error Rate(BER)に大きく影響する。振幅誤差と
位相誤差を合わせて評価する指標に Sideband Rejection

Ratio(SRR)がある。本研究ではミキサのしきい値ばら
つきの影響を SRRにより解析する。

2 要求される SRR

無線通信において BERが 10−3 以下であれば誤り訂
正により良好な通信が可能である。これを満たす送信側
の Signal Noise Ratio(SNR) は 64QAM で 28 dB とな
る。入力電力を大きくすると 3次相互変調歪みを生じて
SNRは小さくなるが、イメージ信号が生じると SNRは
さらに小さくなる。イメージ信号による SNRの減少を
0.5 dB以下に抑えるためにはイメージ信号は 3次相互変
調歪みより 10 dB以上小さくなければならない。よって
要求される SRRは 64QAMで-36 dBcとなる。

3 検討結果
図 1に解析に用いた送信機の回路構成、図 2にアップ

コンバージョンミキサの回路図を示す [1]。ローカル周
波数は 60.48GHz、ベースバンド周波数は 1GHzとして
シミュレーションした。ばらつきにより I側と Q側の
ミキサのしきい値が変わることで有効ゲート電圧に差が
生じる。そこで I側のベースバンド入力部分のゲートバ
イアスを 0.5Vに固定し、Q側のみ変化させることで有
効ゲート電圧の差をつけた。このときのミキサ出力端で
の振幅誤差と位相誤差を図 3に示す。有効ゲート電圧の
変化によりトランスコンダクタンスも変化するため、振
幅誤差や位相誤差が生じる。その結果、図 4に示すよう
に SRRはばらつきによって減少する。ばらつきによっ
て有効ゲート電圧に違いが生じると 64QAM に必要な
SRRを達成できないため、振幅と位相の誤差補正が必
要である。

4 まとめ
ミリ波帯アップコンバージョンミキサにおけるしき

い値ばらつきの影響を検討した。64QAMに要求される
SRRは-36 dBcであるが、10mVのしきい値のばらつき
で必要な SRRを達成できないためミキサでの振幅と位
相の誤差補正が必要である。
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図 1 送信回路のブロック図
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図 2 アップコンバージョンミキサ
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図 3 (a)振幅誤差 (b)位相誤差
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図 4 SRR
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